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『よその子』にみられるトリイの学級経営法
Ⅰ．はじめに
　これまで筆者は、トリイ・ヘイデンの一連のノン
フィクション小説『シーラという子』、『タイガーと呼
ばれた子』、『愛されない子』において、トリイが「独
立式教室」とよばれる特殊学級の教師として真剣に被
虐待児や障害児たちと向き合い、愛情と持てる知識を
総動員してその子たちの「ハビリテーション教育」を
実践し、効果を上げてきた様子を筆者の論文で述べて
きた。
　しかしながら1975年にアメリカでメインストリーミ
ング法として知られる94－142法施行されて以降、今
回、トリイの「ハビリテーション教育」は、いままで
のようなフルタイム勤務の正規の教員として、補助教
員もつけた形での実施は廃止させられ頓挫した。
　アメリカ合衆国が学校にメインストリーミングを導
入し、「固定特殊学級」を廃止して、障害児たちを普
通学級に配属することにより、情緒障害児や知的障害
児を専門に教育していたトリイも自分が受け持つフル
タイムの「固定特殊学級」が廃止され、パートタイム
の普通学級の補講教員として物足りなさを感じる毎日
をおくっていたが、特殊育担当部長から重度の自閉症
児の教育を引き受けるよう要請される。トリイは不十
分な備品と当時アメリカの各学校に備えられていたモ
ンテッソーリの教材玩具と、それにトリイの工夫した
教材を加え、モンテッソーリの教育法をトリイなりに
現場の障害児にあわせて応用し、４人の障害児の学級
経営をおこなった。
　本稿では、トリイ・ヘイデンのノンフィクション小
説『よその子』で、トリイが自分のクラスで、重度の
障害や酷い虐待のPTSD、重い情緒障害を持つ子ども
たち４人に真摯に向き合い、愛情と持てる障害児特殊
学級教員としての知識と技能を総動員して、この４人
に自信を持たせ、相互に信頼し協調することの喜びを
経験させることを経て「一般教室」という実社会へ送
り出す様子をみていく。
Ⅱ．第１章　メインストリーミング法とトリイの「補
講学級」
　1975年に設立・施行された94－142法メインスト
リーミングとは、
　　可能なかぎり通常学級の健常児と一緒に障害児を
教育することを主張する実践のことで、アメリカ
の障害児教育で主として使用され、“主流化”と翻
訳されたりもする。通常の児童生徒と一緒にとい
うとき、通常学級に可能なかぎり物理的に包摂し
て、学校生活の全日あるいは一部で、通常児童生
徒との相互交渉をもつ活動や授業への参加などが
考えられる。障害児が通常学級の健常児と共同し
うる程度に応じて、教科外活動に限定されたメイ
ンストリーミング、教科教育をふくめてのメイン
ストリーミング、すべての教育活動を通常学級の
子どもと共有するメインストリーミングがある。
（中略）
　　アメリカでメインストリーミングが声高に唱導さ
れだした直接的な契機は、
　　①固定特殊学級の効果研究、②接触仮説による障
害児にたいする態度の変容、③人種統合の必要性
などからであった。①の効果研究というのは、固
定特殊学級で学ぶ児童生徒の学業成績が通常学級
で学ぶ知的障害児と大差がないという研究結果が
明らかになり（研究は研究法上の問題点を抱えて
いたが）、大差がないのであれば、通常学級に障害
児を措置するほうが、子どもにスティグマを貼る
ことにならないので望ましいとされた。②の接触
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仮説とは、通常学級の健常児と障害児が接触する
ことで、障害児にはモデリング効果が期待できる
とともに、通常学級の健常児は障害児にたいする
否定的な態度を肯定的なものにすることができる
という仮説で、メインストリーミングを唱導させ
る動員となった。③の人種統合とは、人種的なマ
イノリティが人口構成比にくらべて不釣り合いに
多く特殊教育プログラムに教育措置されている現
実があり、こうした人種分離学の是正に寄与する
ものとしてメインストリーミングが主張された。
（後略）３）
　しかしながら、トリイの「固定特殊学級」におくら
れてくる児童生徒は、重度の知的機能障害児あるいは
重度の情緒障害児や深刻な問題行動をおこした子ども
たちであり、教員と補助教員をつきっきりでつけて教
育しても成果があまり期待できないと判断された子ど
もたちであった。
　そういう子どもたちが、やみくもに普通学級に入れ
られたらどうなるか、トリイをはじめ、多くの良識あ
る特殊教育専門教師は正確に予想した。障害児や問題
児たちは、普通学級の教員一人では面倒をみきれずに、
遅かれ早かれクラスの厄介者として無視され、人生の
早いうちに「落ちこぼれ」のレッテルを貼られること
になる。多動問題児達は、クラスの勉強や人間関係に
ついていけず、授業妨害をして「学級崩壊」に一役か
うこととなるだろう。
　そんな専門教員の危惧は一切無視され、法案は可決、
アメリカ合衆国全土の学区で実施された。
　「独立教室」は閉鎖となり、障害児達は一般の教室
に組み込まれ、トリイは補助教員に身分が格下げと
なって、一般教室の授業についていけない子どもたち
の補習を数時間だけ受け持つこととなった。
　その年も新学期がはじまったとき、小学校の各クラ
スから勉強の遅れている子どもたちが日によって一人、
二人、三人ずつ１日に30分ほど、トリイのクラスに
通っていた。トリイの仕事は、彼らがクラスの他の子
どもたちに追いつけるように最善をつくすことで、主
として読み書き算数、その他の科目を教えており、ト
リイが担任するクラスというものはなかった。その学
区で教えて６年、そのうちの４年を「独立式教室」で
重度の情緒障害児たちを受け持っていたトリイは、法
案可決後、教室の閉鎖にともない、以前の学校から町
を横切ったところにある学校で２年間補助教員をして
いた。そしてかつての自分のクラスとその生徒たち－
独立教室を内心では恋しく思っていたのだった、
　　じつは、私はいまの補助教員の仕事を特別充実感
のあるものとは思っていなかったのだ。あの独立
教室が恋しかったし、自分だけの子どもたちがい
ないことも寂しかった。だが何よりも寂しかった
のは、情緒障害の子どもたちと一緒に仕事をする
ときにいつも感じるあの不思議な喜びが感じられ
ないことだったのだ。４）
トリイはこのときすでに情緒障害児専門の教育で修士
号までとっていたのであるから、専門分野がいかせな
い閉塞感と、自分のクラスを持てない補助教員の仕事
で達成感が得られなかったのは当然であろう。
　だがやがて不完全ながらも、トリイの待ち望んでい
た「自分の独立教室」が、学区の特殊教育担当部の要
請により、短時間でしかもフルタイムではないという
条件付きながらも再開されることになる。
Ⅲ．第２章　トリイの教育法とモンテッソーリ教育法
　『よその子』でのトリイの教室運営は、ほかの作品
に比べて、具体的なモンテーッソーリ教育玩具を使用
する子どもの描写や、トリイの教師としての子どもへ
の対応など、モンテッソーリ教育法の影響がみられる。
トリイ本人は、作品中で自分の教育はどの学説にも基
づいていないと断言しているが、トリイの行動のベー
スには、やはりモンテッソーリ教育法との類似点があ
り、おそらくトリイはそこから応用発展させて、子ど
もたちの活動状況や障害の程度、非常時等に違う学説
も取り入れ、自分の教育法を作り出しているように思
われる。
　補講クラスでの補助教員であることに閉塞感を感じ
ていた状況のなか、トリイは学区の特殊教育担当部長
バークに、一般教室ではとても教えきれない重度の障
害児を午後の数時間専門に補講するよう要請される。
その子どもは重度の自閉症児ブース・バーニー・フラ
ンクリンという黒人の男児であった。
　トリイは最初、彼女が使用している教室は健常児用
で、障害児用の設備が無いことを不安に思い、特殊教
育担当部長にブースの受け入れはできないと断るが、
部長は他にブースの行くところが無いことを強調して、
結局ブースをトリイの教室で引き受けることを了承さ
せる。
　最初断ろうとした気持ちとは反対に、いったんブー
スを引き受けることを決心したとたん、トリイはかつ
ての「独立式教室」を受け持っていた時代のような喜
びを再び持つ。
　そして無意識に「モンテッソーリ教育方式」５）に
のっとって、教室の整理整頓をはじめるのだった。
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　20世紀はじめに知的障害児へ感覚教育法を施し知的
水準をあげる効果をみせたマリア・モンテッソーリの
教育法は、本国イタリアやヨーロッパはもとより、ア
メリカで大流行した。アメリカで障害児を受け持つ
「独立式教室」の現場では、競ってモンテッソーリの
教育玩具をそろえ、障害児教育を志す専門の教師は、
一度はモンテッソーリ教育の洗礼を受けた。おそらく
トリイも例外ではなかったろう。
　モンテッソーリの教育法は「感覚教育」、子どもの
自発性と「敏感期」、「整えられた環境」と教員構成に
特徴づけられる。モンテッソーリは、子どもの自発性
を重んじ、子どもに「自由な環境」を提供することを
重視し、脳生理学に基づき、さまざまな能力の獲得に
は、それぞれ最適な時期があると結論づけ、これを
「敏感期」名づけた。一斉教育を行わない教育形態は、
子どもたちの「自由」の保証と「敏感期」を育むモン
テッソーリ教育の特徴である。これを支え導くものと
して、教師には、何より子どもを注意深く観察する態
度が要求される。そして、教室が清潔に保たれ、子ど
もの目線で教室を見せることにも配慮が求められる。
モンテッソーリは、指導者（教師）の準備として次の
ように述べる。
　　　…「子どもの家」６）を構成する人的要素として、
教師、指導者の存在があります。
　　　「子どもの家」の中で学習する子どものために、
私たちは何をしなければならないでしょうか。
学習には常に自由の保障、集中できる環境の整
備、一人で責任を持つ態度、最後まで見守る教
師の役割などの要素が必要であるといわれます
が、これらの要素について子どもが自然にとま
どうことなく自分の能力を発揮できることが望
ましいことです。
　　　　準備には大きく分けて次の三つがあります。
茨指導者の心身の準備　芋子どものための環境
の準備　鰯子どもと相対したとき、子どもを無
理なく学習へと導くための準備がそれです。
（中略）第二は環境の準備です。①部屋の整頓
はできているかどうか、②教具の不足はないか
どうか、③教具は使いやすいように置いてある
かどうか、このとき、子どもが自分で伸びてい
くために適した教具を選ぶことが大切です。ま
た、教具の置き方も、日によって、あるいは子
どもによって、変化させてみるのも一方法で 
す。７）
　　トリイは、ブース・バーニー・フランクリンを彼
女の教室へ迎えるために、まずは部屋の整頓と心
の準備を行う。
　　その男の子は毎日12時40分に来ることになった。
２時までは他の生徒もいたが、それ以降学校が終
わるまでの一時間半は、わたしとその子の二人っ
きりだった。バークは、わたしが他の補習を受け
にくる子どもたちを指導しなければならない時間
に、この子がわたしの教室をめちゃくちゃにして
しまっても、マーシー・カウインの幼稚園をめ
ちゃくちゃにしてしまうよりはましだと思ったの
だろう。何年か独立教室を受け持っていたために、
わたしにはバークが「経験」と呼んでいるあの得
体の知れないものがあった。いいかえれば、それ
は単にわたしには申し出をくつがえす余地はない
こと、それくらいわかっているはずだということ
だ。
　　その子のために教室を片づけた。こわれやすいも
のはすべて手の届かないところに置き、小さな、
飲み込んでしまう恐れのあるものを使うゲームは
すべてクローゼットの中にしまいこんだ。そして
机やテーブルはわきに移動して、走り回れるだけ
のスペースを作った。これは、その子とわたしが
より親密に取り組んでいくためのスペースで、補
習を受けにくる子どもたちには必要のなかったも
のだ。作業を終えて後ろに下がり、仕事の成果を
ながめていると、喜びがこみあげてきた。じつは、
わたしはいまの補助教員の仕事を特別充実感のあ
るものとは思っていなかったのだ。あの独立教室
が恋しかったし、自分だけの子どもたちがいない
ことも寂しかった。８）
トリイは不完全ながらも環境整備をし、モンテッソー
リ教材玩具も用意して、自閉症児ブース（以下愛称
ブーでよぶ）が来るのを待った。
　そしてトリイの教室へ、文字通り母親に押し込むよ
うにして入れられたブーは７歳だが、とても小柄で５
歳くらいにしか見えない白人と黒人の混血児で、主な
症状としては、トリイや他者に顔をそむけて相手の言
葉をそのままオウム返しに繰り返す。両腕を体側に
くっつけたまま足を手でずっとはたき続ける。突然大
声で意味不明の叫び声をあげながら走り回る。走りな
がら服を次々に脱いで全裸になる、という自己刺激と
他者無視を続ける、予想以上に重度な症状の男児だっ
た。
　白人と黒人との結婚のせいで親戚中から見放され、
頼る者のいないブーの両親は、いつかはブーの自閉症
が治って、彼が普通の子どもに成長してくれることを
願い、小さな家と財産を売り払い、様々な治療法を試
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しに、ブーと生まれたばかりの赤ん坊を連れて引っ越
しを重ねたが、疲れはて、がっかりして元のこの町に
戻り、ブーを最初は幼稚園に、そして次はトリイの教
室に連れてきたのだった。
　ICD－10によると、ブーは「F84.0　小児自閉症」
に分類される子どもで、ICD－10による主な症状とし
ては、
　　　３歳以前に現れる発達の異常および/または障
害の存在、そして相互社会的関係、コミュニケー
ション、限局した反復的な行動の３つの領域すべ
てにみられる機能　異常の特徴型によって定義さ
れる広汎性発達障害。この障害は女児に比べ男児
に３倍ないし４倍多く出現する。（中略）通常、
先行する明確な正常発達は存在しないが、もし存
在しても、それは３歳以下までである。相互的な
社会関係の質的な障害が常に存在する。これらは、
他者の情緒表出に対する反応の欠如、および/ま
たは社会的文脈においた行動調節の欠如によって
示されるような、社会的－情緒的な手がかりの察
知の不適切さ、社会的信号の拙劣さと、社会的、
情緒的、およびコミュニケーション行動の統合の
弱さ、そしてとくに社会的－情緒的な相互性の欠
如という形をとる。同様に、コミュニケーション
における質的な障害も普遍的である。（中略）ま
たこの状態は、狭小で反復性の常同的な行動、関
心、活動によっても特徴づけられる。これらは日
常機能の広い範囲にわたって、柔軟性のない型ど
おりなことを押しつける傾向を示す。通常、これ
は、馴染んだ習慣や遊びのパターンにとどまらず、
新しい活動にも当てはまる。（中略）小児は、無
意味な儀式によって、特殊な決まりきったやりか
たに固執することがある。（中略）しばしば常同
運動がみられる。物の本質的でない要素（たとえ
ばそのにおいや感触）に特別な関心をもつことも
よくある。（中略）自閉症に特徴的な欠陥の特異
的な徴候は成長するにしたがい変化するが、これ
らの欠陥は、社会性、コミュニケーション、興味
の問題というパターンがほぼ同様のままで成人に
達しても持続する。（後略）９）
つまり両親がいろんな療法を試しても、医者めぐりを
しても、ブーが完全に健常児並みになることはないと
いうことだ。
　しかしトリイは一目でこの子を不思議な魅力を持つ
かわいいい子だと思う。モンテッソーリの教育法が役
立たないほど重度の自閉症児でも愛すべきところを見
いだせる、これが障害児教育者としてのトリイの強み
であり、天性の才能であろう。
　一方で、トリイの教室に補講に来ていた２名の子ど
もは、ブースの異様な様子と、トリイのブースを決し
てせかさず誘導するやりとりに、あっけにとられ固
まってしまった。やがてブースは大声で叫びながら部
屋中を駆け回り始め、ドアから外に駆け出して行って
しまう。パニック状態のまま外に飛び出した障害児が
事故にあったり、怪我をしないように、かつての「独
立式教室」では、そこにいる子の障害に必要とあれば
掛け金や鍵がつけられていた。しかし、今のトリイの
教室は普通教室をあり合わせのもので即席に特殊学級
用に形を整えただけであったため、掛け金や鍵はつい
てなかった。モンテッソーリの教育法がベースといっ
ても、掛け金や鍵の必要性まではこの教育法の理論に
はない。あくまでも現場での障害児の身の安全を確保
するため、必要性に応じた道具であり、トリイは「掛
け金は、以前のわたしのクラスには必ずあったちょっ
とした備品のひとつだった。鍵も、ほかのすべてのも
のと同じく、それ自体ではいいものでも悪いものでも
ない。そういうものが必要なときがあるのだ」７）と小
説の中で述べている。掛け金がないせいでブーが教室
から外へ飛び出して以降、トリイは自費で掛け金を買
い、ドアに取り付けた。
　ドアの外へ飛び出して行ったブースを探し出し、刺
激を与えないようにゆっくりゆっくり両腕に抱きかか
えてトリイが教室にもどると、やがてトリイの教室の
メンバーにはいることになるロリ・ショークハイムが
教室のドアの外に立っていた。
　ロリは、双子の妹で、幼いころ実父の度重なる暴力
により頭蓋骨を骨折し、その破片が脳に突き刺さって
脳が損傷を受けたため、様々な後遺症を持つように
なった子どもである。現在は、里親のもとで愛情豊か
に育てられているが、実親から何度も受けた虐待の
PTSDと脳の損傷の後遺症のため、活動過多で注意力
散漫、書かれた文字や記号が理解できない障害のため
読み書きがまったくできない。そのため幼稚園を１年
留年する。
　ICD－10の分類では、F81.0「特異的読字障害」に
あたる。
　　　この障害は読字力の発達の著しい特異的障害を
主要徴候とするもので、単に精神年齢、視覚障害
の程度あるいは不適切な学校教育によって説明さ
れるものではない。読みの理解力、読みによる単
語認知、声による読字力、および読みを必要とす
る課題の出来ばえがすべて障害されることがある。
綴字困難が、特異的読字障害に伴うことが多く、
読字がかなり進歩したあとでさえ、青年期に入っ
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ても残存していることがしばしばある。（後略）10）
　ロリは、来年で定年を迎える大ベテランの教師エド
ナの普通クラスに所属しており、エドナが旧式の一斉
教育と厳格な態度で生徒を躾ける教師であったため、
ロリは脳損傷が彼女の活動過多と読字困難を起こさせ
ていることを理解せず、「注意力散漫な怠け者」としか
ロリをみることができない。もっと厳しく躾ければ活
動過多が治り、勉強を怠けなければ必ず読み書きがで
きるようになると信じて疑わない。これがロリとエド
ナを対立させ、やがてはエドナの課題の補講を途中放
棄してロリの心の傷を癒すことに専念した補助教師ト
リイにまでエドナ非難が及ぶことになる。
　しかしトリイは、読み書きができないことなどより、
実親から虐待を受け続けたにもかかわらず、ロリの持
つ愛情深さ、人のことを気にかけることができる能力
を高く評価していた。
　ブースが重度の自閉症で、他人は全く眼中に無く、
自己刺激に夢中になっているときでさえ、ロリはブー
スのことを気にかけつづけた。このことが良い相互作
用になって、後にブースは、一時的にではあるが、他
者に自分の意思を拙いながらも伝えることができるよ
うになる。
Ⅳ．第３章　トリイ担任の「特殊学級経営法」
　トリイの「特殊学級経営法」は、子どもたちそれぞ
れの障害を把握し、最低限のルールと身の安全は確保
させるが、それ以外は子どもたちがお互いに影響しあ
うことを尊重して見守り、その相互作用を良い方向へ
と導く援助をするものである。勉強を無理強いせず、
子どもたちが楽しめる教材や行事を積極的に行い、そ
の際には、子どもたちがやれる能力の範囲で役割を持
たせ、普通教室で自信喪失をさせられた子どもたちが
自信を取り戻すように誘導する。そしてそれが、時と
してトリイの期待以上の好結果をもたらし、クラスの
子どもたちの喜びを引き出すことにもなり、彼らが受
けてきたトラウマを乗り越える一助ともなった。
　トリイが担任するクラスができあがったのは、ロリ
がエドナの教室で起こした事件がきっかけであった。
これでトリイが担任するブース、ロリのクラスができ
あがる。
　ロリがエドナのクラスでついにストレスを爆発させ、
汚い言葉をわめきながらワークブックを投げつけて他
の生徒の顔に危うくぶつけるということをしでかした
のだ。ロリはすぐさま校長室に連れて行かれた。校長
と教師間の話し合いの結果、ロリは午後からトリイの
クラスでエドナのところでやる学習を続けることに
なった。
　ロリがストレスを爆発させたのは以下の理由からで
ある。
①ロリの脳機能損傷による読字障害と活動過多、注意
力散漫を、教師エドナが理解せず、怠け者で協調性
がなく厳しく躾ける必要のある生徒だと思い込んで
いたこと。
②エドナを含む低学年用の教科書とワークブックが、
１年生には程度が高すぎて不適切な教材であること。
この読本シリーズを出版するセールスマンいわく、
この教材をすべて終了できるのは１年生全体の15％
だと断言している。
③エドナは、教材の難易度などかまわず、時間内に決
められた所を学習し終わらない生徒は休み時間を取
り上げて学習させたこと。特にロリはエドナに要注
意生徒として目をつけられているため、このやり方
で、全休み時間を取られたばかりでなく、授業時間
中も生徒全員の前で読本を読まされ、恥をかかされ、
厳しく叱られた。
④エドナ自身が、障害児は普通教室に入れるべきでは
ないという信念を持っていたこと；「彼女は、例外的
な生徒や障害をもった生徒は普通学級に入るべきで
はないという固い信念を持っていた。（中略）こう
いう子どもたちは教師に不公平な重荷を背負わせる
ことになるだけでなく、その子に教師の時間が割か
れてしまうので、残りの子どもたちがまともな教育
を受けるのを妨害する（中略）さらに、これら例外
的な子どもたちが体現する人生の生々しさにさらさ
れるには、６歳児はまだ幼すぎるとエドナは信じて
いた」11）
実際、トリイの補習クラスでも、ロリはアルファベッ
トの識別もできなかった。だが、トリイは冷静に的確
にロリの状況を分析できた、
　　…ロリは愚かなわけではなかった。IQとしては
かなり優秀な領域に入っていた。ただどうしても
文字という概念がつかめないのだった。文字が彼
女にとっては、わたしたちとはまったくちがうも
のに見えるのだろう。ロリの楽天的な、あふれん
ばかりのやる気のおかげで、わたしたちはなんと
か進んでいた。彼女は決してあきらめなかった。
疲れてしまったり、いらいらしてしまうことは
あっても、いつかLとOがはっきりわかる日がく
ると信じるのを完全にやめてしまうということは
決してなかった。12）
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　トリイは、モンテッソーリの教師像である、子ども
の自発性を重んじ、子どもの「敏感期」がくるまで決
して無理強いせず、子どもを注意深く見守り、その子
に必要とされる援助をするということを、ロリに対し
ても、自閉症の殻に閉じこもったままのブーに対して
も、適切におこなっている。そしてそれ以上に素晴ら
しいのは、彼女のクラスの子どもたちに対して、障害
の如何にかかわらず常に愛情を持って接しており、た
とえ私生活で当時付き合っていたボーイフレンドを失
うことになっても、クラスの子どもたちの役にたちそ
うなこと、喜ばせるような教材を考えだし、自宅で予
行演習をし、教室で実行するということを繰り返して
いることである。さらには、いったん非常事態がおこ
たり、必要に迫られることがあれば、モンテッソーリ
教育法にこだわらず、あらゆる教育法の役にたちそう
なところを総動員して事態にあたるという柔軟性を
持っていることである。
　トリイが、州の公立教育事務局の重役ドクター・ア
リアドニ・ブームにクラス訪問をされ、クラス運営の
仕方を誉められたあとで、トリイがとっているのはど
の学説モデルなのか、「行動療法」なのかと問われた時、
答えをあいまいににごし、後に自問自答している。
　　…私が教室でとっている方法はじつに折衷的なも
ので、効果がありそうだと思われるものはなんで
も取り入れていた。だが、どんなに完璧な方法や
包括的な学説をみいだしたいと思ってみても、い
ままでそんなものはみつからなかった。わたし
だってそういうものをずっと探しているのだ。約
８年前に始めて特殊学級に足を踏み入れた時から
ずっと、心を閉ざしているすべての子の心を開く
秘策を探しつづけてきた。だが、いままでのとこ
ろそれは見つかっていない。それどころか、ほか
の何もみつかっていない。だれのモデル方法の下
でわたしはやってきたのか？
　　そう問われれば、トリイ・ヘイデン方式で、と答
えるしかないだろう。（後略）13）
トリイは、学説はあくまで机上のものであり、実際の
現場で教師は、持てる知識と行動力を総動員して子ど
もたちあたり、その日その日をうまくいくよう努力す
るしかない、と言う。
　　　子どもたちといると、じつにたやすく自分はな
んでも知っていると思い込んでしまう。だが、残
念ながらそうではないのだ。子どもたちと一緒の
仕事をしながら、わたしはこのことを肝に銘じる
ようにしてきた。慰みになっても多くの場合意味
のない、子守唄の言葉とかわらない学説からしっ
かり目を覚ましていようと努めてきた。教科書や
大学の授業で学んだえらそうなことばかりでなく、
日々の経験のあいまいなことも頭に入れておくよ
うに努めてきた。だが、それはたやすいことでは
なかった。わたしはたえず答えを求めていた。頭
では、わたしの疑問の多くには決して答えなどな
いのだということを受け入れることができた。だ
が、心のほうではどうしてもそれを受け入れられ
なかった。14）
　たとえ教室にモンテッソーリの教材玩具があっても、
モンテッソーリの理想の教師像を実行しようとしても、
現場では不測の事態がおこる。その現場の子どもたち
を冷静にみて、その子とその事態にあった方法で柔軟
に対処するのが、トリイの学級運営をなんとか成功さ
せている秘訣である。
　それに加えて、障害児たちの相互作用をうまく良い
方向へと誘導する力量もトリイにはある。
　ロリとブーのクラスに、後に二人の「問題児」が
入ってくることになるが、その子たちへのトリイの対
処は的確なものである。
　トリイのクラスの３人目の生徒となったのが、季節
労働者の10歳の少年で、自称スペイン人を強調するト
マソだった。
　トマソは、幼いころ兄と父親を目の前で義母に射殺
され、親戚に引き取られるが、そこでも虐待や不法就
労をさせられ、里親や他の親戚を転々とさせられるう
ちに暴力少年となり、一か所の学校に４カ月以上いた
ことがなく、少年拘置所にも入れられた経歴をもって
いた。彼は常に、目前で父親と兄を銃殺されたPTSD
から立ち直れず、亡くなった父親を、生きていてトマ
ソを迎えにくる準備をしているとまわりに話していた。
　またトマソは、トリイのクラスに来た時から闘争的
で、教室の備品を壊してまわり、積極的に嫌われるよ
うにトリイやロリ、ブーを脅し続けた。なぜそんなに
も人から嫌われたがるのか、後にトリイのクラスにな
じんで温和になったトマソは、新たな叔父に引き取ら
れるとソーシャルワーカーに決められた時、本当はこ
のクラスから出て行きたくないが子どもにはそれ決め
られないと本音をいい、福祉制度のたらいまわしの犠
牲になる子どもとして、トリイとの会話でこう語る。
　　「なんで何かのことをわざわざ心にかけたりする
のかわからないんだよ。そんなことをしたら、結
局最後には傷つくわけだろ。トリイがしてくれた
ことは、おれにトリイを好きにならせることだっ
た。だけどいまになってみれば、トリイのことな
んか好きにならなければよかったよ。だって、会
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えなくてさびしいなんて思いたくないもん。こん
なことしてたら、おれは生きてるあいだじゅう
ずっとみんなに会えなくてさびしいと思って過ご
すことになってしまうよ。もうぜったいだれも好
きになったりしない」
　　「あなたのいうとおりよ。たしかに傷つくわ。人
を愛するってことはいつも傷つくってことなの。
愛するってそういうことなんだと思うわ」
　　「傷つきすぎるよ。それほどの価値もないのに。
もうおれはだれも好きになんかならない。そうし
たら心配することもないから」
　　わたしはクローゼットの床にうずくまっているト
マソを見た。「ええ、トム。その点についてもあ
なたのいうとおりよ。だれも愛さなければ、心が
張り裂けるような思いをすることもないわ。でも
ね、トム、じゃあ心って何のためにあるのかし
ら」15）
その傷つきやすい少年の心を、世の中の不条理から守
ろうとして、トマソは最初、会う人すべてから嫌われ
るような態度をとり、暴力と暴言とで鎧をまとってい
たのだ。だが、本心では愛されたくて、かまってもら
いたくてたまらない気持も持っていた。その鎧をロリ
はいともたやすく壊して、トマソの心の中に入り込ん
できた。
　はじめて入ったトリイのクラスで大暴れして、トリ
イを内心恐怖させたトマソに、ロリは勇敢にも立ち向
かって、彼のことを恐がらなかった。それでトマソは
ロリに敬意をはらい、彼女の外見がラテン系にみえる
親近感も手伝って、ロリと友人になろうと努力しはじ
めたのだった。ロリを低能児扱いすることをやめ、ロ
リの言うことには思いやりを持って答えた。それに対
してロリも、持ち前の性格の良さから、トマソに親切
にした。トマソは生まれてはじめて友人をもったの
だった。そのことでトマソは自分の怒りをおさえる努
力をし、癇癪をおこす頻度もへった。
　だがトマソのPTSDは消えてしまったわけではなく、
時折、思わぬきっかけから感情の爆発を何回かおこし
た。その最大のものが、小さいころ大事にしていた唯
一の自分だけの玩具ぬいぐるみのクマを義父にとりあ
げられ燃やされてしまったという出来事を聞いたロリ
が、トマソを喜ばせようと、彼が生まれてはじめて自
分のためにトリイのクラスでしてもらった誕生日パー
ティのプレゼントに自分のお金でトマソに買ったぬい
ぐるみのクマだった。トマソの誕生パーティを「自分
のためにやってくれる」ということに大喜びし、ロリ
からのプレゼントを「自分のためにくれたかった」と
いうことにさらに喜びをあらわにしたが、中身がぬい
ぐるみのクマとしると、PTSDが爆発した。
　筆者が考えるには、トマソの心の中で、おそらく幼
い当時、無力さ故に押さえこんでいたもろもろの怒り
や悔しさ、悲しみが爆発したのだろう。そして怒りに
まかせてロリからのクマをハサミで腹を裂き、止めよ
うとしたトリイにもハサミを突き付けて凶暴さを爆発
させたと思われる。16）
　ややあって興奮がおさまったトマソは、ロリのクマ
をトリイに針と糸で直してくれるように頼む。ロリも
トマソと一緒になって、トリイがクマの腹を縫い合わ
せるのを見守る。
　トリイはこの二人の様子を観察して、トマソを読み
書きのできないロリの読み手になるようにした。
　　…どうしても読むことが必要な課題については、
わたしがほかのどの方法も思いつかないときは、
トマソをロリの公式の読み手に任命した。ロリが
読む必要のあるものを彼女に読んでやるのがトマ
ソの責任になった。同様に、もし何か書く必要が
あれば、トマソが書いてやった。ロリは読み書き
に関しては全面的にあなたに依存している、だか
らちょうど目の見えない人と盲導犬との関係のよ
うに、あなたがいなくてロリが困ったことになら
ないように気をつけるのがあなたの義務なのだ、
とわたしはトマソに説明した。トマソは心からこ
の仕事を引き受けてくれた。17）
誰かのために役に立つことで、自信と責任感が生まれ、
その人への思いやりが、人間関係形成の一歩となる。
トマソは、この教室ではじめて一人の人間として尊重
され、責任を持たされることで自己コントロールと他
者への配慮を、さらには人から愛され愛することを学
んだのである。そして前述したように、辛いことでは
あるが、愛には別れの痛みもともなうことをも学んだ。
これらのことを経験して、学期の終わりにトマソは、
母方の叔父のところへ不本意ながらも引き取られ、ト
リイの教室を去っていく。
　４人目にトリイの教室に入ることになったのは、12
歳の少女クローディアである。彼女は妊娠しており、
上流階級の優等生で、妊娠が発覚した途端に通ってい
た私立のカトリック学校から除籍された。
彼女は態度や身長からいっても思春期の若い女性の範
疇にはいっており、トリイの最も苦手とする年頃の少
女だった。トリイは、クローディアには、他の子ども
たちに対してするように自然に接することができず、
「はったり」もきかない。
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　　考えたたけで、わたしはへなへなと力が抜けてい
くようだった。何年もバークとわたしは一緒に仕
事をしてきて、彼は次々に子どもたちをわたしの
ところに送りこんできた。（中略）わたしはあり
とあらゆる子を見たと思っていた。だが、そうで
はなかったようだ。私はこの少女をどう扱ってい
いのかわからなかった。18）
だが実際に１月にクローディアがトリイのクラスにき
て、トリイの心配は一掃された。
　クローディアは背の高い内気すぎるくらいな少女で、
とても礼儀正しく、柔和な顔つきの少女だった。あま
りにも恥ずかしがり屋で、大人と話すときには緊張の
あまり顔が赤くなり、じんましんが身体にできるほど
だった。トリイは、こんな内気な子がどうやって男の
子とつきあって妊娠したのか不思議に思ったほどだっ
た。
　クローディアに関する前の学校からのファイルには、
彼女の家族は両親と４人の妹がおり、家庭の特徴は冷
たく、よそよそしくて野心的であると書かれていた。
彼女は妊娠３カ月で、出産予定日は７月初旬。優等生
だが、度を越した引っ込み思案のため親しい友人は特
になし。趣味は読書。彼女は本の世界に逃れていると
トリイは判断した。
　　この手の子どもの存在を知ると、いちばんいらい
らさせられる。どうしてだれもこの子たちを見な
かったのだろう。この子たちはどうしてだれにも
気づかれないままに教室の中で朽ち果てていくこ
とができるのだろうか。この子たちは目に見えな
い子どもたちだった。クローディアはトマソと同
じくらい情緒障害を起こしていた。だが、現状で
はもしその子がうるさく面倒をかける子なら、注
意を払われつづけて治療を受けられる。だがいっ
ぽう、その子がだれにも迷惑をかけなければ、じ
わじわと一人静かに朽ち果ててしまうのだ。だれ
にも気づかれることなく、あるいはだれからも気
にかけられないままに。19）
しかしトリイのクラスでは、トマソとロリがクロー
ディアを熱心に仲間に引きいれようとし、クローディ
アをくつろがせた。クローディアの家では話すことは
タブーとされて無視されている妊娠のことについても、
トリイが止めに入るほど熱心に聞き出そうとした。
フィンガーペインティング等のクラスの授業もとまど
いながらも一緒に受けた。
　このことで、クローディアの心は開かれ、他のクラ
スの子たちにも連帯感が芽生えた。
　そして、トリイと二人きりの放課後など、自分が妊
娠に至った経緯を少しずつ話すようになったのだ。ク
ローディアに、トリイ自身が意識せずとも、トリイと
いう大人の教師兼カウンセラーができ、自分より年下
の子どもたちと関わることを通じて生身の現実を体感
し、トリイの補助教員的な役目で自閉症児ブーの面倒
をみて、両親特に父親が偏見を持って嫌っている、有
色人種の子どもたちと交流することで彼らも同じ人間
であることを知った。また、トリイや彼らとの交流の
中で、想像の世界から現実の世界へと否応なしに取り
こまれ、自分自身の問題に目を向けざるをえなくなっ
た。
　クローディアは、トリイが止めに入るほど自分の妊
娠について話すのを嫌がってはいなかった。むしろ話
して、救いを求めたかったのだ。クローディアは、15
歳のランディという素敵な男の子にマクドナルドのミ
ルク・シェークのお礼にセックスを一度だけした。そ
れで妊娠してしまった。胸が大きくなってなければ妊
娠しない、というランディの言葉を信じて、一回だけ
痛さに耐えてセックスをした。それもランディと付き
合ってるとかそういう関係ではなかった。彼女は、
セックスは男性の愛や関心を得て引きとめておくため
に代償としてしかたなくするものだという、実にカト
リック的な考えを持っていた。そして、一回のセック
スで妊娠したことで途方にくれていた、「赤ちゃんを
かかえて、わたしどうすればいいの？わたし自身がま
だ子どもだっていうのに」20）
　トリイはクローディアのために、両親と非公式な面
談し、カウンセリングを受けさえるよう勧めたが、両
親にはにべもなく断られた。つぎに、少女の妊娠の相
談を受けられるセンターを探してあちこち電話したが、
12歳という幼さが災いして、どこも相談を受けてくれ
なかった。
　クローディアは、そういう方面では無知な幼い少女
で、赤ちゃんを産めば母親と子育てをすればいいとし
か考えてなかった、「赤ちゃんはわたし一人のものに
なるの。わたしの赤ちゃんよ。赤ちゃんがわたしだけ
を好きになるようにするの。わたしだけをね」20）トリ
イがいくら赤ん坊は人形じゃない手のかかるものだと
言っても、本の中の夢見る少女は現実をみようとしな
かった。クローディアはトリイにこう言う。
　　「だいじょうぶよ、トリイ。あなたっていつも心
配ばかりしているのね。だいじょうぶだってば。
なんとかなるわよ」22）
　その言葉に、トリイはこれまでの経験から、クロー
ディアの未来を予想する。
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　　そう、なんとかなる。妖精やサンタクロースを卒
業したばかりの12歳のクローディアは自身満々
だった。だが、わたしは疑わないわけにはいかな
かった。もし赤ん坊を手元で育てることになれば、
彼女の人生のすでに四分の三は決まってしまった
ようなものだ。それはティーンエイジャーで未婚
の母になった少女たちの90パーセントが歩む道
だった。学校を中退するか、そうでなくても大学
には進めず、自分と子どもが生活していくのに
じゅうぶんな生活費が稼げるような仕事にはつけ
ず、すでにいびつだった家庭内に赤ん坊ができた
ことでますますできたひびを埋めることもできず、
耐え難い状況から抜け出すために結婚をする、な
どなど。だが、その中でもいちばんの問題は、自
分自身がまだ子ども時代を終えないうちに、無理
やり大人にならされてしまうということだろう。
このことが彼女も赤ん坊をも傷つけることになる
のだ。こうしてすわっていても、いろいろなチャ
ンスへと通じるドアが閉められるのがきこえてき
た。かちっと鍵のかかる音がわたしの耳の中で響
きわたっていた。23）
トリイは、こうした経験にもとづく考えから、教師と
して、赤ん坊を養子に出すことを勧めるが、クロー
ディアは断固として拒否し、それ以上赤ん坊と自分の
現実を具体的に考えることから逃避する。クローディ
アは、この本の題名にもなった「よその子」のことを
どうしてそんなに心配するのか？と問う。
　　彼女はわたしを見た。初めてまっすぐわたしの目
を見た。眉をひそめている。「どうしてトリイは
わたしのすることをそんなに気にするの？だれも
そんなこと何とも思わないわよ」（中略）「いった
いどうゆうつもりなのかわからないの。わたした
ちみんな、ここではどうせよその子じゃない。そ
のわたしたちがなんだっていうの？なんでそんな
に気にかけるの？」24）
　　
だが、結婚もせずにセックスをしたことと妊娠の臨月
は否応なしにクローディアを追い詰め、自分は悪い人
間で汚い、と考えるようになり、トリイにこう聞く、
　　「わたしのこと汚いって思ってるでしょ？あんな
ことしたから」
　　「いいえ」
　　再び沈黙。「わたしはそう思ってる」彼女はゆっ
くりといった。「ときどき、わたし、一日３回シャ
ワーを浴びても、それでもまだ汚いって感じる
の」25）
これは危険な徴候である。クローディアが家庭では、
見ないように考えないようにして、両親も同様の態度
でいる結果、彼女はどんどん自己嫌悪し、悪いほうへ
と追い詰められていって、ついには自殺未遂をしてし
まうのだ。
　彼女は、両親に精神病院に措置入院させられ、結果
的にこれが、家庭への精神科医師の介入と定期的な診
察という望ましい結果をうんだ。
　アメリカの学期末の５月がきて、トリイは４人の子
どもたちの次の行き先を考えなければならない時期と
なった。
　ロリやトマソ、クローディアの熱心な働き掛けで、
二、三度ほど意思の疎通を目的とした言葉をしゃべっ
たブーは、まわりの喜びをよそに、また反響言語と自
閉症の殻に閉じこもって、みんなを落胆させた。ブー
の両親は、近くの地域に小さな私立のプログラムをみ
つけ、ブーをそこに通わせることに決めた。そこは設
備も豊富にそろっていて、教室も明るく、補助教員の
ポストは子どもたちの親がすすんでやっている感じの
良い学校だった。
　ロリはトリイのもとで必死に読み方の練習をしたが、
相変わらず脳の障害で読み書きはできなかった。それ
でも進級することを心待ちにしていた。しかしトリイ
のいないところで、担任のエドナと特殊教育担当部長
ダンとロリの里親ショークハイム氏の３人で話し合い、
ロリを留年させることに決めたのだ。このことは、ト
リイだけでなくロリもひどく落胆した。せっかくこれ
以上ないほどの努力をしたのに、結果にでていないた
めに、幼稚園に続いて小学校１年生も落第、二度も落
第を経験するのだ。ロリは、このことでトリイをひど
く責めるが、正式の担任ではないトリイには何の権限
もないのだということを、ロリもトリイもあきらめの
うちに受け入れなければならなかった。
　トマソは、３人の中で、一番教育効果の上がった子
どもだった。もう癇癪も起こさず、他の子どもたちの
中で安定した生活を送っていた。はじめて他者を信用
し、愛するという経験をしたトマソは、以前のような
乱暴なストリートギャングの真似はしなくなった。
　彼のPTSDは、すっかり治ったわけではなかったが、
射殺された父親が、どこかで生きていてトマソを迎え
にくる準備をしているという妄想的発言の回数は減っ
た。トリイの前では、トマソの父親と兄が射殺された
事実を認めて、当時の様子を話すまでに進歩したが、
まだ少年のトマソには父親と兄の死を受容し、諦め、
苦悩を手放すという段階をふむには幼すぎる。今後も、
彼のPTSDは、行く先々で現れるだろう。
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　クローディアは、赤ん坊を早産し、苦悩した末に、
赤ん坊を里子にだす決心をした。
　彼女は問題なく教区学校の７年生として復学するこ
とになった。優等生の彼女は、トリイの教室での経験
でさらに成長して、新しい環境でもうまくやっていけ
ることが予想された。
Ⅴ．おわりに
　アメリカ合衆国が学校にメインストリーミングを導
入し、「固定特殊学級」を廃止して、障害児たちを普
通学級に配属することにより、生徒も現場の普通教室
の教員も障害児のための専門の訓練をうけた教員も、
一部の知的に遅れのない身体障害児をのぞいて、多数
の子どもたちや教員たちが混乱させられた。
　情緒障害児や知的障害児を専門に教育していたトリ
イも例外ではなかった。トリイは障害児教育の修士号
を持つ教員だったが、フルタイムの「固定特殊学級」
がなくなり、パートタイムで普通学級の補講教員とし
て子どもたちを教えながら、生きがいをみいだせない
物足りなさを感じる毎日をおくっていた。
　そこへ特殊教育担当部長から思いがけず、他の学校
で見放された重度の自閉症児の教育を引き受けるよう
要請される。
　設備も十分になく、しかも午後だけのパートタイム
の教員のままではあったが、トリイは、再び自分のク
ラスを持てることになった。
　彼女は当時アメリカで流行していて各学校に備えら
れていたモンテッソーリの教材玩具と、それにトリイ
の工夫した教材を加え、モンテッソーリの教育法（と
思われる）をトリイなりに現場の障害児にあわせて応
用し、４人の障害児の学級経営をおこなった。
　トリイは生徒の障害の程度や日々の情緒変化を敏感
に察知しながら、クラスの最低限のルールを教え、生
徒同士で連帯感を持つように適切に指導し、誕生会な
どの楽しい行事をおりまぜながら、無事学期を終える
ことができた。
　生徒によっては劇的に良い変化をみせた者もいれば、
一、二度治ったような行動をみせてクラス全員を有頂
天にさせたにもかかわらず、またもとに戻ってしまっ
た生徒もいた。
　しかしトリイのクラスの良いところは、他のクラス
のような一斉教育を行って成績結果だけをみて生徒を
評価するのではなく、日々を自分の持てる力で一生懸
命努力し、「よその子」同士がお互いに相手のことを
気にかけ、クラスのルールを守って共同作業をし、充
実したクラス生活を送ることだったのである。そのこ
とを通じて幼いころから虐待を受け続けた子どもたち
が、自分も他者から大切にされ気にかけてもらう価値
のある一人の人間であることを自覚し、相互に思いや
りを持ってそれを相手へ態度で示すことができるよう
になる、このことがトリイのクラスで生徒たちが得る
ことのできた成果といえよう。
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SUMMARY
Hiroko KOBAYASHI :
　　　This paper aims to study how Torey schooling four children who have various handicaps in her non-fiction 
novel SOMEBODY ELSE'S KIDS.
　　　In this story, Torey struggles against the law 94-142, or Mainstreming and succeeds to schooling the four 
children in her original one by one class.
（Uyo Gakuen Colege） 
A Study on Torey's Original Class for the Handicapped Children
in SOMEBODY ELSE'S KIDS
